
♦新素材・先端

技術♦

金ナノ粒子の三次元構造化により光電気化学信号の増強

をはかる

金ナノ粒子を三次元構造に集積化した電極では，局在プラズモン共鳴の発現により光電気化学信号が
増大し，より高感度なセンシングが期待される。液液界面で形成した金ナノ粒子の単粒子膜を電極表
面に固定化し，フタロシアニン色素を修飾させた電極での光電流は，色素吸着量の増加と局在表面プ
ラズモン効果によって，金ナノ粒子が無い場合に比べて，およそ14倍に増大した。局在表面プラズモ
ンの共鳴波長は金属ナノ粒子の種類と，そのナノ構造により異なるので，金属ナノ構造の選択と設計
により，紫外から近赤外にわたる波長領域での光電気化学信号の高感度化が期待できる。
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